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1 はじめに
Mikiβとは証明木を書くための汎用的な GUIライブ
ラリであり、ユーザが利用したいと考える推論システ
ムを与えることで、その推論システムに相当する GUI
を提供する。推論システムの導入にはその推論システ
ムに相当するユーザ定義ファイルを作成する必要があ
る。ユーザ定義ファイルは OCaml 言語を用いて実装
されており、字句解析器である lexer.mll、構文解析器
である paser.mly、推論規則や判断の情報を解析する
user.mlの 3つのファイルから成り立っている。この、
ユーザ定義ファイルの記述については、特に user.ml
においてユーザの負担が大きいという指摘が以前より
なされている。Mikiβ の user.mlについての詳細は先
行研究である [2]を参照されたい。
本研究では、ユーザの与える最低限の情報を基本デー
タとして用いて user.mlにおける記述の大半を自動生
成することを目標とする。

2 自動生成器の紹介
2.1 自動生成器の実行例
現在、本研究では user.mlの一部のソースコードの自
動生成に成功している。自動生成器はOCamlによって
開発され、JavaScriptプログラムとしてブラウザ上で
稼働する。以下に自動生成プログラムの実行例を示す。

図 1: 自動生成プログラムの実行例

この実行例では、ユーザの入力として (e + e)の構
文を示す入力をしている。
2.2 ユーザの入力と自動生成器の出力
2.2.1 ユーザの入力
ユーザが入力する基本データとは、導入する推論シ
ステムの定義の構文定義 (型宣言)である。算術式に対
する推論システム EvalML1[1]において、e + eという
式は e ∈ exp t ::= e + eという構文であると判定され
る。これを user.mlに導入する場合、OCamlの構文定
義に則って変換し、type exp t = EPlus of exp t *
exp tとなる。ユーザが入力するべきは、type 1© =
2© of 3© * 3©について、 1©:式がどの構文集合に含ま
れるかを示す “データ型名”、 2©:式の種類を示す “コン
ストラクタ名”、 3©:式を構成する引数 “コンストラク
タの要素”となる。

また、最終的なテキストの作成のためには “式の描
画情報”をいずれかの段階で入力する必要がある。こ
れについては 3.2.2節にて述べる。

2.2.2 自動生成器の出力
現在、自動生成可能なソースコードは user.mlの一
部分のみである。自動生成器はユーザの入力に従って、
以下のようなシグネチャをもったモジュールのソース
コードを出力する。
module type STRUCTIRE_SIG = sig

(* データ型 *)

type ’a t

(* 4 つの関数：map ,search ,unify ,draw *)

val map : (’a -> ’b) -> ’a t -> ’a t

val search : bool t -> bool

val unify : (’a -> ’a -> unit) -> ’a t ->

’a t -> unit

val draw : id_t t -> id_t

end

データ型については OCamlの構文定義をメタ変数
を用いて定義したものである。4つの関数は、データ型
がもつコンストラクタすべてに特定の操作を行うため
のもので、それぞれ OCamlのパターンマッチ構文を
利用して作成された関数である。具体例として、e + e
に対するmap関数を示す。
let map f x = match x with

EPlus(e1 , e2) -> f e1; f e2

2.3 自動生成器の使用法
自動生成器の使用法は容易である。

• Typeの入力フォームにデータ型名、Patternに
コンストラクタ名、Elementsに 1つ目の要素の
データ型を入力して、make typeボタンを押すこ
とでデータ型を登録する。

• データ型を複数入力する際はデータ型名を変更し、
make typeボタンを押すことでそれぞれのデータ
型を登録できる。

• データ型が複数のコンストラクタを持つ場合、デー
タ型の名前は変更せず、コンストラクタ名及び要
素の型名を変更し、make typeボタンを押す。

• コンストラクタが複数の要素を持つ場合は、デー
タ型名、コンストラクタ名の入力を変更せず、適
切な要素の型名を入力し再び make type ボタン
を押すことで要素の追加を行う。

• データ型の登録を終えた後、make drawボタンを
押すと描画情報の入力フォームが下部に表示され
る。適切な描画情報を入力し、draw inputボタ
ンを押すことで描画情報が登録される。

• 描画情報を登録した後、make allボタンを押す
ことで、登録した全てのデータ型について、求め
るソースコードのテキストが生成される。(図 1の
状態)

1



3 実装手法
自動生成器の実装は、ユーザの入力した情報を格納
するデータ構造を作成し、そのデータ構造に従って求
めるテキストの生成を行うという手法で行った。本節
では、ユーザの入力した情報を格納するデータ構造の
紹介を行った後、テキストの生成を行う手法の概略を
示す。

3.1 ユーザ入力情報を格納するデータ構造
ユーザの入力した情報の受け皿として basic

recordである base decl tを定義する。

(* base_decl_t *)

type base_decl_t = {

(* データ型の名前 *)

base_name: string;

(* コンストラクタとその要素 *)

base_cons: (string * string list) list }

base name はデータ型を区別するものである。
base consはコンストラクタの集合をリストとして実
装する。リストの要素はコンストラクタとその要素の
リストを組にしたものである。ユーザの入力した情報
が base decl t型のレコードに格納されることでデー
タの登録が行われる。

3.2 ソースコードのテキスト生成手法（概略）
ソースコードのテキストの生成はユーザが入力した
情報を base decl tに格納したデータを基本データと
して行われる。

3.2.1 パターンマッチ構文に対する考察
期待する出力結果のうち、2.2.2節で紹介した 4つの
関数は OCamlのパターンマッチ構文を利用して作成
されている。
パターンマッチ構文は、記号->の左側がパターン部、
右側がパターン対する処理部となっている。パターン
部は bese decl t型レコードに格納したコンストラク
タ名とその要素によって簡単に作成することが出来る。
処理部に関しては、それぞれの関数の表現規則に従って
テキストを生成する必要があるが、その表現はパター
ン部の引数、すなわちコンストラクタの各要素に従う。
よって処理部はパターン部を元に作成すればよい。パ
ターン部の引数と処理部の引数は完全に対応させる必
要がある。今回の実装では、パターン部、処理部共に、
同じ長さをもつリスト持つ構造のデータを基本データ
から作成し、パターン部のリスト、処理のリストを組
にして処理することで引数の対応を実現した。

3.2.2 描画情報への対応
加算を表す EPlus(e1, e2)を描画するとき、e1 + e2
とするか優先度を示すために (e1+e2)とするかはユー
ザの意向によって異なってくる。描画を行う関数 draw
はこのような描画の仕様を決定するが、3.1節で紹介
した base decl t型のレコードには “演算子”などの
描画のための情報を格納できない。よって、登録され
たデータ型に対応する描画情報入力GUIの生成と、描
画情報を格納するデータ構造が必要となる。
描画情報を格納するデータ構造 dr decl t は

base decl tを元に作成される。base decl t型はコ

(* dr_decl_t *)

type dr_decl_t = {

(* データ型の名前 *)

base_name: string;

(* コンストラクタの要素は描画情報となる *)

base_cons: (string * string list) list }

ンストラクタが引数のリストを持っていたのに対し、
dr decl t型は描画情報のリストを持っている。
また、描画情報を入力するためのGUIは dr decl t
型のもつ描画情報のリストに対応するように生成さ
れる。base decl t型の情報から描画情報が空である
dr drcl t型のレコードを生成し、各コンストラクタ
毎にその要素のリストに対応した個数のインプットボッ
クスのリストを生成し、入力情報をリストの順番通り
に回収することで正しい描画情報を作成する。描画情
報入力 GUIは base decl t型レコードに登録された
データを利用して作成されるため、自動生成器の実行
中に別途新たなGUIを作成、追加表示する構成になっ
ている。

3.3 複数の登録データからのテキスト生成
3.1、3.2節におけるテキスト生成のための手法は１
つのレコードに対しての処理である。現実には 1つの
推論システムに対しデータ型の登録は複数行われる。
本研究では登録された dr decl t型レコードデータを
要素とする参照リストを作成し、1レコードに対する
テキスト生成手法を、リストの各要素にマッピングす
ることで、複数の登録データに対するテキスト生成を
可能にした。

4 まとめ
Mikiβ のユーザ定義ファイルのうち user.mlについ
て、その一部のテキスト自動生成手法の確立と実装を
行った。ユーザ入力情報を基本データとして取り扱う
ためのデータ構造を設定した。OCamlのパターンマッ
チ構文のテキスト生成に対する考察を行った。描画情報
を得るために、ユーザの入力情報から新たな入力フォー
ムを生成し、ブラウザ上に表示することを可能にした。
期待するソースコードのテキスト生成を実現した。
今後の課題として、自動生成器の完成及び出力した
テキストによる user.mlの稼働確認が挙げられる。現
在、SK論理、EvalMLなどの比較的小規模な推論シ
ステムについては当稿で紹介した自動生成器の出力す
るテキストの有効性を確認した。しかし、より複雑で
大規模な推論システムについての検証は行われていな
い。自動生成器の完成を進めると共に、出力結果の検
証を進めていきたい。
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